
また，この文の持続動詞の“交往”にも留意されたい。この“交往”は“地現

在照欧間在交往”において 「交際をする j という意を表し，［持続］の意味特徴を

保持している。従って， “交往”の ［持続性］が（非現場進行］の成立に貢献してい

ると考えることができる。

ここで一つ指摘しておきたいことは， “勉現在践欧阿在交往”における“交往”

という動詞の出来事地点は明示する必要がないということである。つまり，ここ

での“交往”とは 動態的 かっ具体的な特定の行為ではなく 二人の人間が友

人より親密に，更に信頼しあえる関係を保持する営みの全過程を指す。従って“交

往”が生じる一つ一つの場所には関心が置かれなくなり， “在”が導くべき出来

事の存在場所，換言すると， “在”の目的語が省略されたと考えられる。故に，

“勉現在践欧間在交往”に内在する意味は「（現在という範囲において）彼女が，

ある場所において，彼女が欧陽と交際している」と解しえる。

では“勉現在銀欧間在交往”における“在交往”の部分を論理表記してみるこ

とにしよう。

(8a) 交際スル～ガ 存在スル ～ガ ～ニ

有’ 【在’［勉， φ ，交往’（勉） ＆ 在’ ｛交往’（勉）， φ）］，現在｝

アル ～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アル ～ガ ～トイウ範囲ニ

この論理式は“交往’（勉）”が「彼女が交際する jという意味を表し，“在’ ｛交

往’（勉）， φ）”が 「それ（彼女が交際する）がある場所に存在するJ という意味を

表し，“在’［地， φ，交往’（勉）＆在’｛交往’（勉）， φ｝］”が f彼女が，ある場所に

おいて，彼女が交際し、かつそれ（彼女が交際する）がある場所に存在するという

様態にある j という意を表している。そして“現在”が加わった式全体は“有’

【在’［勉， φ，交往’（勉）＆在’｛交往’（勉）， φ）］，現在｝”となり，「彼女がある場

所で交際しているが，現在という範聞にあるJ と読むことになる。

今度は“我ff]那口子現在毎夫在吃素食H阿”（うちの家内はいま毎日菜食をしてい

ます）における“在”について考えてみよう 。 （9）を見られたい。

(9）我伯那口子現在毎天王ζ吃素食日阿。（テレビドラマ《歩月》第 9話）

“我｛｛］那口子現在毎天在吃素食明”の“在”は［非現場進行］であると解釈する。

その根拠は二つ存在する。

一つは） ＂吃素食”という出来事が発話時点において起こっていない，というこ

とである。それはドラマ《歩月》の場面を見るとはっきりと看取できる。いま一

つの根拠としては，“現在”と“毎天”の生起である。つまり，“現在”という幅

のある時間の中で，“吃素食”という出来事が毎日存在するのである。

また，“我ff]那口子現在毎天在吃素食日阿”における動詞の“吃”は［持続］の意味

特徴を有し，かつ，この“我｛｛］那口子現在毎天在吃素食明”には持続動詞の“吃”
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を（終息］させる成分が生起していないので，“吃”が保持する［持続］の意味特徴が

［進行］の概念を形成する土台となっていることが分かる。

なお，“在”の後に目的語が見られないのは，上述の如く，“吃素食”という出

来事が習慣的に幾度となく行われるので 一つ一つの出来事地点を明示させる必

要がなし、からである。故lこ，“我ff]那口子現在毎天在吃素食明”に含まれている意

味は，「（現在の範囲において毎日）彼女が，ある場所において，彼女が菜食をとるj

と考えられるので，以下のような論理式が書ける。

(9a) スノレ～ガ～ヲ存在スル ～ガ ～ニ

有’《有’｛在’［勉， φ ，吃’（勉，素）＆在’｛吃’（勉，素）， φ）］，毎天l，現在》

アノレ ～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アル ～ガ ～トイウ頻度ニ

アル ～ガ ～トイウ範閉ニ

この論理式は“吃’（勉素）”が「彼女が菜食をするJという意味を表し， “在

｛吃’（地，素）， φ｝”が「それ（彼女が菜食をする）がある場所に存在する」とい

う意味を表し， “在’［勉， φ，吃’（勉，素）＆在’｛吃’（地，素）， φ｝］”が「彼女が

ある場所において，彼女が菜食をし、かつそれ（彼女が菜食をする）がある場所

に存在するという様態にある j という意味を表し，“有’ 【在’［勉， φ，吃’（勉，

素）＆在’ （吃’（地，素）， φ｝］，毎天｝”が 「彼女がある場所において菜食をしてい

るが，毎日という頻度にあるJ という意味を表し，“有’ 《有’ 【在’［地， φ，吃

（勉，素）＆在’｛吃’（勉，素）， φ｝］，毎天l，現在》”が「毎日彼女がある場所にお

いて菜食をしているが，現在という範囲にあるJ という意を表している。

次は（I0）の中の“一夫到晩都在失恋”における“在”について論じる。

(lo）休定、~可以遠~損我明！体的意思是説，我径常失恋，一天到晩都王ζ失恋，

失恋己径成方我的耳慣，我失恋彼有径強，而且我失恋失得費経就熟，是不

是？（テレビドラマ《夏家三千金》第 2話）

（あなた、どうしてこんなにも私をいじめるの！私はいつも失恋していて

、朝から晩まで失恋していて、それがすでに私の習慣になって、失恋の

経験が豊富で、しかもベテランの領域にあるとでもいうのかしら？）

ここでは“在”が生起した“一天到晩都在失恋”の文に焦点をあてて論じる。

この文における“在”は［非現場進行］であると判断しえる。そのポイントとなる

成分は“一天到晩”である。これは「朝から晩までJといった意を表わすので，

失恋が何度も行われていることが推測できる。 よって，この文は一つの場所にお

いて生じる［進行］ではなく “失恋”が幾つも存在していることを表現する点に

注目が置かれていると見なす。また，この場面はドラマ《夏家三千金》によると，

実際に失恋している瞬間ではないことを確認しえる点からも［非現場進行］と解釈

するのが妥当であるといえる。
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なお“失恋”は「失恋をする j という意であり，論理的な観点からいうと ［瞬間

的］な意味特徴を持つ。しかし， “失恋”が何度も発生することによって，［進行］

の意味を形成しえると考えられる。つまり，概念上，複数の“失恋”という出来

事が存在していると連想しえる。 6)

更にこの文の“在”の目的語についても考えよう。 “一天到晩都在失恋”では

“在”に出来事の存在場所を示す成分が後続していない。これは“我径常失恋”、

“一天到晩”、 “失恋己径成方我的耳慣，我失恋彼有径聡，而且我失恋失得費経

就熟”といった表現からも判然とするように，ここでの“失恋”は常に起こるべ

き習慣的な出来事であり，ある特定の出来事地点にはもはや関心がむけられない

のである。そのため“一夫到晩都在失恋”は「（朝から晩までという範囲において）

私が，ある場所において，私が失恋をしているj といった意味を含んでいると解

釈できる。従って論理式は，

(1 Oa) スノレ～ガ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

有’ ｛在’［我， φ，失’（我，恋） ＆在’｛失’（我，恋）， φ）］， 一天到晩】

アノレ ～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アル ～ガ ～トイウ範囲ニ

となる。この式にある命題を一つずつ見ていくと，まず， “失’（我，恋）”は「私

が失恋をするJ という意味を表している。次に“在’｛失’（我，恋）， φ｝”は「そ

れ（私が失恋をする）がある場所に存在するJ という意味を表している。そして，

“在’［我， O，失’（我，恋）＆在’ ｛失’（我，恋）， φ｝］”は「私が，ある場所におい

て，私が失恋をし、かつそれ（私が失恋をする）がある場所に存在するという様態

にある jという意味を表している。最後に式全体である“有’｛在’ ［我， φ，失’

（我，恋）＆在’ ｛失’（我，恋）， φ｝］，一天到晩］”は「私がある場所において失恋を

しているが，朝から晩までという範囲にあるJ という意を表している。

次は（11）の“我一宣都在所介、官］的活対不対！”（俺はずっとあなたたちの言う

ことをきいてきただろう！）の箇所に焦点をおいて解析する。

(ll）我一宣都主所体約的活対不対！体イ［］辻我干什仏我就干什仏対不対！我都支障

草地按照体的的要求活了整整三十年了，我現在就想友一回痢，我就想按照

我自己的想法，自己的想法我好好活我后華子！（テレビドラマ《独生子女

的婆婆娼婦》第 23話）

この用例では“我一宣都在所体イ｛］的活”における“在”が［非現場進行］である

ことを論証したい。その根拠は以下の二点である。

第一に， 《独生子女的婆婆娼娼》によると， “我一宣都在所体イ［］的活”という

出来事がそのシーンにおいて存在していないためである。
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第二iこ， “我一宣都在所体｛［］的活”には“一亘”が生起しているので， “我所

体ff]的活”という出来事が以前からこの（11）における発話時までの聞に何度も存

在していたと推論することができるからである。

次に“我一直都在所休ff]的活”における“在”の目的語について考えることに

したい。この文では“在”の後に場所を示す目的語が現れていない。というのは

上記で明瞭となったように， “我所体伯的活”が何度も発生しているので，一

つ一つの“我所体約的活”が何処で生じたのかについては注目しえないのである

。従って， “我一宣都在所体的的活”に含まれる意味は，「（ずっとという範囲に

おいて）私が，ある場所において，私があなたたちの言うことを聞いている」と解

釈することができる。

また， “我一亘都在所休｛［］的活”の動詞である“所”は［持続］の意味特徴を保

持しているため，［進行］の意の成立に大きく貢献していると見なしえる。

では“我一宣都在所体fl']的活”を論理表記しておこう。

(lla) キク ～ガ i ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

有’ 【在’［我， φ，所’（我，体イ「］的活）＆在’｛所’（我，体的的活）， φ｝］，一亘］

アル ～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アル ～ガ ～トイウ様態ニ

この式は“所’（我，徐ff]的活）”が「俺があなたたちの言うことをきく jという

意味を表し， “在’｛所’（我，弥イ［］的活）， φ｝”が「それ（俺があなたたちの言うこ

とをきく）がある場所に存在するJ という意味を表し， “在’（我， φ，所’（我，位、

イ｛］的活）＆在’（所’（我，休ff]的活）， φ）］”が「俺が，ある場所において，俺があな

たたちの言うことをきき、かつそれ（俺があなたたちの言うことをきく）がある場

所に存在するという様態にある jという意を表し， “有’｛在’［我， φ，所’（我，

ft、ff]的活）＆在’｛所’（我，体的的活）， φ；］，一宣｝”が「俺がある場所においてあ

なたたちの言うことをきいているが ずっとという様態にある j という意を表し

ている。

以下の（12）における“勉六年都在輔我”では“六年”が［非現場進行］の概念を

導くカギとなる。

(12）我限我的前女友淡了八年的恋愛，地六年都在繍我！（テレビドラマ《愛情

公寓第三季》第 19話）

（俺は以前彼女と八年付き合ったけど、そのうち六年も俺を編していたん

だ！）

ここでは“地六年都在輔我”について詳しく検討していくことにしたい。この

文は“六年”が生起していることによって，［非現場進行］の意が確定すると見な

しえる。要するに，“勉強我”という出来事が六年間の聞に幾度となく生じている

のである。そしてこれに“都”が加わると，その六年の聞に何度も“地輔我”が
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行われていたことが確実となる。従って，“勉六年都在輔我”は，（12）の発話時間

において，これまでに生じた“地捕我”を全て様態的に一纏めで表現した文であ

るということが分かる。

また，この文は［非現場進行］なので，“勉誠我”の存在場所を明瞭にさせること

は困難である。そのため“勉六年都在捕我”の“在”の後方には出来事の存在場

所を示す成分が生起していないのである。というのも，数年間にも渡って“輸”を

被り続けてきた発話者にとって，その出来事地点が毎回どこであったのかを記憶

しているはずがないからである。

なお，“勉六年都在輪我”における“輸”は［終息］することなく，概念上，際限

なく［持続］を保持する動詞である。よって，この“編”に内在する［持続］の意味

特徴により，幾つもの“勉輔我”という出来事の存在，即ち［進行］を表現するこ

とが可能となる。以上の考察から，“勉六年都在輸我”の中から「（六年という範

囲において）彼女が ある場所において彼女が俺を踊している」という命題内容

を抽出することができるので，

(12a) 編ス～ガ～ヲ存在スル ～ガ ～ニ

有’ ｛在’［勉， φ，輔’（勉，我） ＆ 在’｛誠’（勉，我）， φ｝］，六年】

アル ～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アル ～ガ ～トイウ範囲ニ

と分析できる。この式は“弱’（勉，我）”が「彼女が私を指すJという意味を表し

“在’｛誠’（勉，我）， φ｝”が「それ（彼女が私を掃す）がある場所に存在するj

という意味を表し， “在’［勉， φ，繍’（勉，我）＆在’｛輔’（勉，我）， φ｝］”が「彼

女が，ある場所において，彼女が私を指し、かつそれ（彼女が私を煽す）がある場

所に存在するという様態にあるJという意味を表し， “有’【在’［勉， φ，g崩’（地

，我）＆在’ ｛誠’（女tB，我）， φ｝］，六年！”が 「彼女がある場所において私を脇してい

るが，六年という範囲にある j という意を表している。

以上，副詞“在”が［非現場進行］の意を示す例を全て論じた。最後に［非現場進

行］の特徴を総括することにしたい。それは以下の三つである。

第一に，［非現場進行］は，発話時間に左右されず，複数の出来事を様態的に全

て抽出する点に表現の重点が置かれた ［進行］であるということである。

第二に，［非現場進行］は，出来事地点が複数に及び，一つ一つの出来事地点に

は注目されないということである。

そして第三に，［非現場進行］は，複数の出来事を保証する“最近”、“現在”、“毎

天”、“一天到晩”、“一宣”、“六年”といった成分が生起する傾向にあるというこ

とである。
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4.3第四章の結び

本章は論理的な観点から副詞“在”を［現場進行］と［非現場進行］の二タイプに

区分して考察を行った。また，各用例に対して，命題論理と述語論理を併用した

論理式による解析を行った。そこで，“在”が示す二つの［進行］の特徴を以下のよ

うに示す。同時に本章で考察した例文の中の重要な個所を抜き出して列挙させて

おこう。

表一［“在”が示す二つの［進行］の特徴］

［現場進行］ ［非現場進行］

(1）我的手机在日向 (6）我最近在減肥

(2）我在打卒 (7）我現在在念持

(3）我知道休在所着 (8）勉現在眼欧阿在交往

(4）既然体的在工作，我就不 (9）我ff]那口子現在毎夫在吃素食H阿

打抗了 ( 10）我径常失恋，一天到晩都在失恋

(5）和凡位杭州来的茶商在説 (11）我一宣都在所体的的活

活 ( 12）我眼我的前女友淡了八年的恋愛，地さ~

都在輔我

1.発話時間における［進行］。 1.発話時間に制限されない［進行］。

2.出来事地点が一つ。 2.出来事地点が複数に及ぶ。

3.時間幅を提供する成分が生 3.時間幅を提供する成分（“最近”、“現在”、“毎

起していない。 天”、“一天到晩”、“一亘”、“六年”）が生起。

即ち表ーの要点は以下の三つである。

まず，［現場進行］は，発話時間においてのみ出来事が［進行］していることが分

かる。一方，［非現場進行］は，発話時間に制限されなし、［進行］を指すということ

が看取しえる。

また，［現場進行］の出来事地点はーか所であり， ［非現場進行］の出来事地点は

複数iこ及ぶということである。

そして，［現場進行］は出来事の多発を証明する成分が生起せず，［非現場進行］

は出来事の多発を証明する“最近”、“現在”、“毎天”、“一天到晩”、“一直”、“六

年”といった成分が生起するということである。

注

1）本章は青木（2014c）の『時態副詞“在”が表す二つの進行の論理意味分析』に

対して加筆、修正を行ったものである。

2）もし“在”構文における出来事（event）が既に［終息］し，複数の出来事の存在

といった概念を表現することができないと非文になる。糞千炎 (1995:95）では成立

しえない“在”構文を挙げている。
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(56) ＊他在看一眼。

(57) ＊他在胞丙越。

(58) ＊他一天在査一次。

(59) ＊休在等一会凡。

(60) ＊他在身者一小晩上。

(61) ＊我只在姑 10分併。

糞千炎 (1995:95）はこれらの文について以下のように説明している。

f“在”＋動詞の後方には，時間量や動作量を表す成分を伴うことができない。

というのは，“在”は動作行為の進行や過程の延長を表わすが，時間量と動作量

は過程の［終息］を表わすので，“在”とこれらの成分は意味上排斥し合うからで

ある。J

3）論理式における括弧は“（ ）”、“｛ ｝”、“［ ］”、“【 】”、“《 》”の五つを使

用する。そして“（ ）”が最も作用域が狭く，“《 》”が最も作用域が広いと仮定

する。即ち下記の（a）のように考える。

(a) ( ) < { ｝く［］く【】〈《》

(a）は，“（ ）”は“｛ ｝”より作用域が狭く，“｛ ｝”は“［ ］”より作用域が

狭く，“［ ］”は“【 】”より作用域が狭く，“【 】”は“《 》”より作用域が狭

いことを表している。

4）論理式に対する意味注釈が多く煩雑な時は，読みやすくするために，ある一部

の意味注釈を斜線で表記する。以下の論考における意味注釈も同様とする。

5) “有’［折’ ｛休，説’（我活）｝，着］”において“有”が用いられているが，これ

は『論理哲学論考』（ウイトゲンシュタイン著、野矢茂樹訳：184）における記述を

拠り所としている。野矢は論理形式について次のような注釈を与えている。

「ある対象の論理形式とは、その対象がどのような事態のうちに現れうるか、

その論理的可能性の形式のことである。たとえばある対象 aが赤い色をしてい

たとしよう。対象 aにとって赤いという色は外的性質であり、他の色をもつこ

ともありえた。つまり、（aは青し、） (aは黄色し、〉等の事態も可能である。この

ことを、「対象 aは色という論理形式をもっj と言う。・・・・・・」

故に，以下の論理式において“有”を用いた場合には，以上の「論理形式」の

概念に基づいて使用したとする。

6）ここでの見解は糞千炎 (1.995:27）の注釈を参照した。即ち，糞千炎は［進行］の

意を示す“在”についての論考で，多くの同類の個体が，絶えず同じ動作行為を

したり，変化している場合，“在”を用いることができる，といった見解を述べて

いる。
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第五章副詞“在”が表す［複数の出来事の存在］

5.0はじめに

これまで多くの論考において副詞の“在”は［進行］の；意を表すと見なされてき

た。 しかし管見の及ぶ限りでは，この副詞“在”が表す［進行）の概念を論理的な

視点から厳密に追及した論考は見当たらない。そこで，本章では“在”が表す［進

行］の概念が論理的に如何なるしくみによって成立しているのかを明 らかする。主

たる考察方法は副詞“在”が生起する文を五つのタイプに分けて分析し， “在”

が示す［進行］とは厳密に（複数の出来事の存在］の意であることを証明する。そし

て，この［複数の出来事の存在］は， “在”に後続する動詞が保持する ［持続］の意

味特徴や，文中の他の成分や前後の文脈により，出来事が「数量化Jすることに

よって成立していることを提示する。

5. 1複数の出来事の存在を表す“在”

考察の便宜を図り，副詞“在”が生起した文を以下の五つに分ける。

①複数の時間概念から［進行］を明確に判断できる例

②複数の場所概念から［進行］を明確に判断できる例

③複数の動作主から［進行］を明確に判断できる例

④複数の動作行為の対象から［進行］を明確に判断できる例

⑤他の文脈から［進行］を明確に判断できる例

これらは“在”が表す［複数の出来事の存在］の意の理解に最も貢献する成分の

特徴に基づいて区分した。一つ指摘しておきたいことは，論理上“在”の［進行］

概念は，他の成分や前後の文脈がなくても，動詞が［持続］の意味特徴を保持する

ことで成立しえる，ということだが，これに関しては本論文の第四章における論

考によってすでに明らかとなっている。そこで，本章では，動詞に内在する［持続］

の意味特徴に加えて，他の成分や前後の文脈にも注目し，“在”が示す［進行］とは

［複数の出来事の存在］であることを証明したい。また，本章では，第四章で提示

した［現場進行］と［非現場進行］の概念を，一律に［複数の出来事の存在］の意とし

て解釈することとなる。

まず複数の時間概念が［進行］，即ち［複数の出来事の存在］を明示させる文につ

いて考察する。

5. 1. 1 複数の時間概念から［進行］を明確に判断できる例

用例は全部で三つある。(1）は“吋吋刻刻”に含まれる複数の時間概念によって

［複数の出来事の存在］の意味を明確に把握することができる文である。

(1）娼，悠不知道明，我E艮悠説，就比如説璃璃日巴，地 80斤，我呪， 110斤，我

要比勉多背 30斤的面白袋日E，我上学背着，我吃仮也背着，我上体育課也背
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着，我睡覚也背着，我吋吋刻刻都在背着官，密、説，我能不ネ卜充点JL-F路里

時？（テレビドラマ《家有JL女第四部》第 55話）

（お母さん、あのね、例えば璃璃の体重は 40キロで、僕はというと 55キ

ロだから、 15キロも多くの負荷を背負わなければならないんだよ。僕は登

校の時に背負っていて、ご飯の時も背負っていて、体育の授業でも背負っ

ていて、寝る時にも背負っていて、どんな時でもずっと背負っているんだ。

だからカロリーを摂らないなんてことができると思う？）

ここでは“我吋吋刻刻都在背着官”における“在”を中心に詳述する。この文

の目的語である“官”は (1）の二行目にある“面口袋”を指示している。この“面

口袋”は本来「小麦の袋j の意であるが，ここでは肥満気味の発話者（“小雨”）

の体重を指している。まず“背着”の箇所に注目されたい。論理的な角度からい

うと，“背”は一度背負うとその動作は［終息］するため背負うという動作がそれ

以上［持続］することがない。しかし，背負った後の結果は［持続］しえるので，時

態助詞の“着”を伴って，“小雨”が太って体に賛肉がついた後の結果を［持続］

させることができる。従って，このように“背着”が［持続］の出来事を保持する

ことによって，“背着”が，“在”の［複数の出来事の存在］の意を生じさせるため

の重要な基礎を造っていると見なしえる。

さて，次は“我上学背着，我吃仮也背着，我上体育深也背着，我睡覚也背着．”

に留意されたい。これらを見ると，全てに“背着”という出来事があることに気

づく。故に“背着官”という出来事が変化せず存在していると理解できる。その

ため，“我肘吋刻刻都在背着官”の“在”の前方には副詞“都”が生起し，“吋吋

刻刻”において，例外なく“背着色”という出来事が存在していると見なしえる。

要するに，“我吋吋刻刻都在背着官”は，“我上学背着”、“我吃仮也背着”、“我上

体育深也背着”、“我睡覚也背着”といった四つの出来事の意味を包括しているの

である。

注目に値することは，この“我吋吋刻刻都在背着官”は，“吋吋刻刻”によって

［進行］の流れを感じとることができるが，“在”自身は，出来事の存在を様態的に

列挙する操作を行うだけで，動態的ではない，即ち，時間概念と直接関係を持た

ないのである。そこで以上の考察を踏まえて，“我吋肘刻刻都在背着官”に含まれ

ている意味を次のように図示する。

(la) 0 0 0 0 

上学 吃坂 上体育深睡覚

上学 → 小雨背着官

吃仮 → 小雨背着官

上体育課 → 小雨背着色

睡覚 → 小雨背着官
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(la）は，“小雨背着官”という出来事が，“上学”、“吃仮”、“上体育課”、“睡覚”

という四つの出来事において，変化することなく存在している有り様を示してい

る。つまり，丸の記号である“O”は“小雨背着官”を示している。従って，“上

学”、“吃飯”、“上体育課”、“睡覚”という四つの出来事が行われている時にも，

“小雨背着官”が存在していると看取できる。ここで指摘しておきたいのは，（1 a) 

には時間軸のようなものが用いられていないことである。これは，“在”自体は時

間概念を表わさないことを意味している。故lこ，“上学”、“吃仮”、“上体育深”、

“睡覚”という四つの出来事を列挙した順番は，（1）の発話者である“小雨”の朝

から順番に行われる習慣的な行為に基づいて配列しただけであり，この四つの出

来事が動的に移動していることまでは表現していない，と考える。よって，“我肘

吋刻刻都在背着官”の“在”は［複数の出来事の存在］を表すといえる。

今度は（2）の“元吋元刻都在想着梅芥”（ずっと梅茶のことを思い続けている）

における“在”について論じよう。ここでは“元吋元刻”によって［複数の出来事

の存在］の意をはっきりと理解することができる。

• (2）其突我脳中，元吋元刻都在想着梅芥。可一覚醒来，我面対的却是一小間生

的女人，窓会、会法祥，我オ二十多；！｝ ，我的人生オ剛剛汗始。三弟，我不甘

心，我不甘心，我不甘心H阿！（テレビドラマ《家》第 3話）

“元吋元刻都在想着梅芥”において“在”が［複数の出来事の存在］を表わす原

因は以下の二点から明白となる。第一に，“元吋元刻”の生起によって“在”の［複

数の出来事の存在］の意をはっきりと認識しえることである。つまり，“元吋元刻”

が生起したということは“想着梅芥”という出来事がどんな時でも存在している，

と解釈できるので，“想、着梅芥”を幾つも捉えることができる。そのため“在”の

前には面11詞“都”が生起している。

忘れてはならないことは，持続動詞の“想”と［持続］を示す時態助詞“着”が［進

行］の成立を補佐していることである。

次は（3）を見られたい。ここでは“除了上深，其他吋向”がポイントとなる。

(3）剛好排球臥下半年也有一小全市比奏，返下静秋就忙了，除了上深，其他吋

向都在打球。（小説《山植樹之恋》 127頁）

（ちょうどバレー部は後期も市大会が行われるので こうなると静秋はた

ちまち忙しくなる。授業以外の時聞はすべて練習をしていた。）

この（3）では“除了上深，其他吋［司都在打球”に焦点を当てて論じる。この文に

おいて［複数の出来事の存在〕の意を明断にしているのは“除了上深，其イ也肘向”

である。これにより“打球”という出来事が複数存在していることが保証され，

出来事が「数量化jする。そのため，面II詞“都”が“在”の前に生起している。

また，動詞“打”の意味特徴も［複数の出来事の存在］を表現するための重要な

成分である。即ちJ‘打”は論理的な観点からいうと，［持続］の意味特徴を保持し
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ているので，“打”が有する［持続］の意味特徴が複数の出来事の存在を成立させる

条件を与えていると考えられる。

次は複数の場所の概念によって“在”の［複数の出来事の存在］の意をはっきり

と認識できる例を挙げる。

5. 1. 2複数の場所概念から［進行］を明確に判断できる例

用例は全部で四つある。まず（4）の“同上都在伶銚イ青情当小三JL破掠別人家庭”

では“岡上”に注目しながら考察を行う。

(4）岡上者f~在伶銚情情当小三JL破杯刻人家庭。（テレビドラマ《女人的顔色》第

27話）

（ネット上ではどこでも銚情情が浮気女として他人の家庭をめちゃくちゃ

にしている噂が流れている。）

“同上都在伶銚借イ青当小三JL破；原則人家庭”の“岡上”に注目されたい。ここ

での“同上”は総称的な概念、であり，幾つもの場所を含んでいる。そのため，副

詞の“都”が生起しており，“岡上”の到るところで“伶銚イ青信当小三JL破杯別人

家庭”という出来事が存在していることが分かる。よって，“特銚イ青イ青当小三JL破

杯別人家庭”という出来事に「数量J概念が生じていることになる。

また，動詞の“伶”も［複数の出来事の存在］の成立に大きく貢献している。つ

まり“伶”は論理的な観点から言うと，永遠に［持続］していく意味特徴を有して

いる。従って“待”は“待銚イ青傍当小三jし破杯別人家庭”という出来事が変化す

ることなく幾つも存在する可能性を与えていると考えられる。

次は“~里的毎十宇都在跳功、変化”の部分について詳述する。

(5）迭小漫長夜里，只有返本~可以和我作伴，~里的毎十字都主跳功、変化，

我本来耳熟能洋的，現在却渓不成句，因方迭有里好像只写了三十字，孔立

夫。 （テレビドラマ《京隼畑云》第 9話）

（この悠久なる長い夜に ただこの本だけが私と一緒だ。本の中の文字は

躍動し、変化している。本来ならば熟知しきれるものが、いまそれが読み

進められない。なぜならこの本にはたった三文字しか書かれていないよう

であるからだ。孔立夫と。）

“有里的毎↑宇都在跳功、変化”には“跳功”と“変化”といった二つの動詞

が並列しているが，両者はいずれも持続動詞であり，かつ，“有里的毎小字都在跳

功、変化”には“有里的毎小字”が生起しているため “字”が複数存在している

と判断できる。自明の知く，本は数多くの字によって成り立っているからである。

故に“跳功、変化”が複数存在していると推論しえる。

今度の（6）は“北平”に複数の場所概念が包摂されていることにより［進行］，つ

まり［複数の出来事の存在］の意をはっきりと捉えることができる例である。

(6）他傾耳鋼所，街上没有一点声音。那最常所到的屯卒鈴声，与小販的呼戸，
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今天都一律停止。北平是在悲泣！（小説《四世間堂》 45頁）

（彼が耳を澄ませると、街道は静寂しきっている。あのいちばん耳男｜｜染み

なトロリーパスの鈴の音と物売りの掛け声は、いま全てピッタリと止んで

いる。北平が働突しているのだ！）

この文では“北平是在悲泣”について詳述する。ここでは“北平”に含まれる

複数の場所概念によって“在”が表す［複数の出来事の存在］の意をはっきりと捉

えることができる。そこで“那最常所到的屯卒鈴戸，与小販的呼戸”に留意され

たい。これらは北平の本来のあるべき平和な情景である。 しかし“今天都一律停

止”により，この時，その普段のあるべき北平の活気が全て失われていることが

分かる。即ち，“北平”に存在するさまざまなものから感じ取れる活気のなさが“北

平是在悲泣”を意味しているのである。

また，“悲泣”という動詞は［持続］の意味特徴を保持していることから，意味上，

“悲泣”という出来事が際限なく存在することができる。つまり，持続動詞であ

る“悲泣”の生起が“在”の［複数の出来事の存在］の概念を生み出す基盤となっ

ているのである。

以上の考察から，“北平”に内在する複数の場所概念と動詞“悲泣”に内在する

［持続］の意味特徴によって，“北平悲泣”という出来事が「数量化j していると解

釈できる。

さて，次に挙げる（7）は“整十世界”が示す意味によって［複数の出来事の存在］

の意を容易に理解しえる例である。

(7）我覚得所有的志西都是我的，整小世界都在対我笑！（テレビドラマ《文米加

油》第 13話）

（何もかも全部わたしの物みたい、世界中がわたしに向かつて笑っている

わけ

ここでは“整十世界都在対我笑”を考察対象とする。この文において“在”が［複

数の出来事の存在］を表すことを保証する成分は以下の二つである。一つは，“笑”

に内在する［持続］の意味特徴である。これによって，“対我笑”という出来事の存

在が不変的に保たれるのである。

いま一つは“整十世界”の生起である。つまり “整十世界”によって，発話者

が，世界のどこで何を見ても“対休笑”という出来事の存在を知覚しえるのであ

る。そう感じるのも無理はない，用例の引用先である《文米加池》によると，こ

の時，発話者はひどく恋に溺れているのである。

以上の分析により，“対我笑”という出来事は“整十世界”といった 「複数の場

所j と“対我笑”が保持する［持続性］によって 「数量化」され，［複数の出来事の

存在］の概念が生じていることが判然とした。

5. 1. 3複数の動作主から［進行］を明確に判断できる例
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ここでは，動作主に複数の概念が内在されていることで［複数の出来事の存在］

を明瞭に把握できる文を取り扱う。全部で三つの例がある。まず（8）の例について

考えてみよう。

(8）俣花，我在路上想了彼多，想来想去，我越来越覚得，我fl']h人山里尖走出来

法一歩是対的，休看明，体現在汗始嫌銭了，我也嫌銭了，連那小麦狗他也

想亦法要去嫌銭了，返一家三口都在嫌銭，那用不了好長吋阿，体看着目巴，

我ff]家就会有一小翻天覆地的大変化！（テレビドラマ《温州一家人》第 3

話）

(8）では三行自の“迭一家三口都在嫌銭円（一家三人はみな金を稼いでいる）にお

ける“在”が［複数の出来事の存在］の意を示していることを証明する。最初に注

目すべきは“迭一家三口”である。これによって“嫌銭円という出来事が複数存

在していることが分かる。そのため，“在”の前方には副詞“都”が生起している。

また，“迭一家三口都在嫌銭円の前には“体現在汗始嫌銭了”、“我也嫌銭了”、“連

那小麦狗，他也想亦法要去嫌銭了”といった命題表現が生起している。この中に

は“嫌・銭”を行う動作主が三人生起している。つまり“体”、“我”、“他（麦狗）”

である。従って，“遠一家三口都在嫌銭円を発話したということは，概念上，“嫌

銭”を共通の出来事とし，“依嫌銭”、“我嫌銭”、“他嫌銭円をすべて纏めて様態的

に存在させた，と考えることができる。

これに関連して“注一家三口都在嫌銭円における動詞の“嫌”も［複数の出来事

の存在］を表現する上で見逃せない成分である。要するに“嫌”は，意味上，際限

なく［持続］する意味特徴を有している。故に “嫌銭”という出来事を複数存在さ

せることが可能となり， ［進行］を表示することができるのである。

次の（9）における“我11'1全班同学都在繍”では，“全班同学”が［複数の出来事の

存在］の意を導くための大きな助けとなっている。

(9) A：老姉一看我那作文，就説我iさ是繍的。

B：明？

A：当然了，也不只是我一小人繍，我イ［］全班同学都在繍！（テレビドラマ《家

有JL女第一部》第 46話）

（「A：先生は私の宿題を一目みると、誤魔化していると言ったわ。J) 

（「B：え？ J ) 

( r A：もちろん、私だけじゃなくて、クラスのみんなが誤魔化しているの

よ！ J ) 

この文は“全班向学”によって“繍”の動作主が「数量化j し，［複数の出来

事の存在］を明瞭に認識することができる。また，動詞“繍”は 「（宿題の内容を）

誤魔化す」という意を表しているが，この動詞は［持続］の意味特徴を保持してい

るため，［進行］の成立を支持していると見なしえる。
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今度は（10）の“好九小人”に留意されたい。

( 10）有了些眉目，好凡小人都在帯忙，忌有一小能帯成。（小説《云中之珠》 289

頁）

（手がかりをいくつか得て、たくさんの人が助けてくれているから、 一人

は功を奏してくれるだろう。）

ここでの“好九十人都在帯忙”は“好JL小人”によって［複数の出来事の存在］

の概念が明断となる。要するに，“好九十人”に含まれるすべての人が“都忙”を

行っているのである。そのため，“好凡ノト人”の後には副詞“都”が生起し，“女子

九十人”における人々が例外なく“帯忙”を行っていると理解できる。

また，“好九ノト人都在帯忙”における“帯忙”が保持する［持続］の意味特徴も［複

数の出来事の存在］という概念を成立させるための重要な前提条件である。つまり

づ “帯忙”が［終息］せず 概念上 ［持続］を維持することによって，［複数の出来

事の存在］といった［進行］概念を生み出すことが可能になるのである。

次の 5.1. 4では動作の対象が複数に及ぶことで［進行］，つまり［複数の出来事の

存在］の意を導くことができる文について述べる。

5. 1. 4複数の動作行為の対象から［進行］を明確に判断できる例

ここでは動作の対象が複数に及ぶことで出来事が「数量化Jし，［複数の出来事

の存在］の概念が明確となる文について検討する。二つの例を挙げる。一つ目の例

は“公司所有的事情”が［複数の出来事の存在］を理解するための鍵となる。

(ll）現在公司所有的事情都是王遊在主持！（テレビドラマ《女人的顔色》第 25

話）

（し、ま会社のすべてのことはみな王遊が掌っているのよ！）

“現在公司所有的事情都是王遊在主持”において“在”が［複数の出来事の存在］

の意を表すことをはっきりと理解するためには“公司所有的事情”に着目する必

要がある。つまり，“公司所有的事情”は，会社における業務が一つに止まらずた

くさんあることを意味するので，“王道”が行う“主持”という行為の対象が複数

であることが容易に想像できる。従って“王道主持公司的事情”という出来事が

何度も存在， 言い換える と，［進行］していると見なしえる。

また，“現在公司所有的事情都是王遊在主持”における動詞の“主持”にも留意

されたい。論理的な観点から考えると，ここでの“主持”は［持続］の意味特徴を

保持している。これにより，“王遊主持公司的事情”という出来事が変化すること

なく存在しえるので，持続動詞の“主持”は［複数の出来事の存在］の意の成立に

貢献していると考えられる。

続けて（12）の例の分析も行おう。

( 12）迭家里的活JL都是我在干。（テレビドラマ《女人的顔色》第 44話）

（この家の家事はすべて私がやっている。）
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ここでは“遠家里的活JL”によって［複数の出来事の存在］が生じる所以が明白

となる。それは要するに “迭家里的活JL”によって，複数の“干活JL”という出

来事を連想しえるのである。つまりここでの“迭家里的活JL”は，ある特定の一

つの作業を指示しているのではなく，多くの作業内容を含んでいるのである。そ

のため，この“法家里的活jし都是我在干”には副詞の“都”が生起している。

また，“迭家里的活JL都是我在千円における持続動詞の“干”は論理的に［終息］

することがないので，［進行］の成立を支えていると解しえる。

以上から，“迭家里的活JL都是我在干”では，“法家里的活jし”と持続動詞“干”

によって出来事が f数量化j し，“在”が示す［複数の出来事の存在］の意を明確に

理解することができた。

さて，次の 5.1. 5では他の文脈を観察することで［複数の出来事の存在］の意を

はっきりと捉えることのできる例を挙げる。

5. 1. 5他の文脈から［進行］を明確に判断できる例

ここでは他の文脈によって［複数の出来事の存在］の概念を明噺に把握しえる文

について検討する。用例は全部で三つある。まず（13）の例を見られたい。この文

では“弥七，李四娼，瑞宣，李四等，前后脚的来到銭家”という文脈によって“在”

が示す［複数の出来事の存在］の意が判然とする。

(13）弥七，李四娼，瑞宣，李四等，前后脚的来到銭家。事情彼筒羊！銭孟石病

故，他的母来与太太在突。（小説《四世同堂》 166頁）

（孫七、李四叔母さん、瑞宣、李四伯父さんが相次いでに銭家にやって来

た。言うまでもない、銭孟石が病で夫折し、彼の母と奥さんが泣いてい

るのである。）

“他的母来与太太在突”における“在”が［複数の出来事の存在］の意を表わす

ことを知る手がかりは二つある。一つは 動詞の“突”が有する［持続］の意味特

徴である。“突”という動詞は［持続］の意味特徴を有し，かつ，この文には“突”

の［持続］を［終息］させる成分がほかに存在しない。故に， ［複数の出来事の存在］

の概念を導くことができると考えられる。

第二の手がかりは，“弥七，李四婦，瑞宣，李四等，前后脚的来到銭家”という

表現にある。つまり，“他的母来与太太在突”という出来事は，“弥七”が来た時

に存在し，また“李四婦”が来た時に，そして“瑞宣”が来た時に，更には“李

四管”が来た時においても変化することなく行われている，と見なすことができ

る。

次に（14）の例について考えよう。

(14) A：蔓妓，体iさ祥老待在屋子里不出去，久市久之，会郁l：司成病的。

B：我迩能去嚇JL呪。

A：我帯体去看屯影日巴。
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B：看屯影！？屯影返志西，我倒是所説辻，但是没有看辻，我所説，好像

是彼多人，在一挟白布上走来走去，那宏、仏可能幌！

A：不是真人在走，是那小放出来的相片，官一味弦的相片目巴，把官達在一

決放，就好像人在走ー祥。（テレビドラマ《京隼畑云》第 12話）

この場面は発話者 Aの“木竺”と発話者 Bの“愛媛”の二人によって演じられ

ている。なお，この（14）の引用先である《京隼畑云》は清朝末から抗日戦争まで

を舞台としたテレビドラマである。発話者 Bの“愛娘”は結婚式を挙げた夜に旦

那に死なれたがその後まったく外出せず日々際、遁的な生活を送っていた。“木竺”

はその愁いの様子を黙って見ていたが，とうとう居た堪れなくなり，映画鑑賞を

勧めようと思いつくに至る。当時，北平においても映画は上演されつつあったが，

中国の古典的教養を受けている“受妓”にとっては理解し難い娯楽であったとい

える。（14）におけるこ人の会話はこのような背景を以て展開され，“受妓”が映画

に対して抱く素朴な疑問に対して，博学聡明の“木主”が行った映画の説明はと

ても明解で，適材適所たる“在”の運用であると感じさせる対話となっている。

さて，最初に注目されたい箇所は，四行自の“愛媛”が話す“我所説，好像是

彼多人，在一決白布上走来走去，那宏、仏可能呪”（話によると、たくさんの人が白

い布の上で行ったり来たりしているそうだけど、そんなことありえないわよ）であ

る。その内“走来走去”は（行ったり来たり）という意であり，“走”という動作が

“白布”において何度も行われている様子が連想できる。“受妓”はこのような疑

問を口にすると，“木三”はすぐに続けて“不是真人在走”と答える。ここで注目

すべきは，動詞“走”は［持続］の意味特徴を有している，ということである。従

って，六行自にある“不是真人在走”の“在”は［複数の出来事の存在］の意味を

表していると見なしえる。

そして，六行自の“官一張政的相片日巴，把官達在一挟放，就好像人在走ー祥。”

（その一枚一枚をね、一つにつなげて映し出すの、そうすると人が歩いているの

と同じ様に見えるのよ。）における“就好像人在走一枠”にも［複数の出来事の存

在］の意を示す“在”が生起している。この文から理解できることは，動画として

知覚する映画というのは， 一枚一枚の静止画から作られ，その出来事が描かれて

いる全ての静止画を一つに繋ぎ合わせることにより，あたかも人が動いているか

のように見える，ということである。この点からも“在”の［進行］を厳密に［複数

の出来事の存在］と理解することの重要性を改めて感じとることができる。

次は（15）の用例の考察に移ることにする。ここでは“我知道休在所着”の“在”

がなぜ［複数の出来事の存在］の意を示すのかを考える。

( 15）我知道体主所着，市且都所遊去了。好妹妹，介、連死都不十自，ヌ住道迩伯挺起

胸腔活着？（テレビドラマ《京隼畑云》第 32話）

（君が僕の話を聞いているのをわかっているよ、しかも全て理解したこと
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．守．

も。良き妹よ、死ぬのも怖くないのなら、胸を張って生きるのが怖いと

いうのかい？）

“我知道休在所着”において，“在”が［複数の出来事の存在］を表わす根拠は以

下の二つである。

第一に，“我知道休在所着”の後方にある“而且都所遊去了”には“都”が生起

していることである。この“都”は，発話者がこの場面で話す全ての内容を聞き

手が聴覚によって例外なく捉えたことを意味する。従って“休所着”の変化なき

存在，つまり“休所着”を複数の出来事と見なすことができる。

第二に，“所着”が示す［持続性］である。これにより“イホ所”という出来事の存

在が保持されていることが明瞭となる。要するに，持続動詞“所”には［持続］を

示す“着”が後続し，“体所”の様態がより安定して保たれるのである。これは，（15)

の引用元であるドラマ《京隼煩云》が示すように，発話者が，生きる希望を失っ

た友人に対して必死に何度も説得を行っている姿によってより判然とする。 1)

5. 2第五章の結び

本章は，副詞“在”が表す［進行］の概念とは厳密に［複数の出来事の存在］であ

ることを明らかにした。即ち，［進行］を表す“在”の生起は，概念上，複数の出

来事を様態的に一度に配列させる，といった操作を行ったと見なすのである。そ

の根拠として，副読“在”が生起した文の出来事は， “在”に後続する動詞が保

持する［持続］の意味特徴や，文中の他の成分や前後の文脈によって「数量化j し

ている，ということを提示した。

注

1) “在”と“所”が共起する際に，もし親密に耳を傾けない場合には“着”が生

起しないことが多いと思われる。たとえば次の例がそれにあたる。

(a) A：喰

B：喰，小受，是体時？

A：我在所。

B：体真決定了？日自｛（］芋寓不可明？

A：対。（テレビドラマ《独生子女的婆婆娼婦》第 40話）

(a）の文が生じた背景を説明すると，この場面は離婚の手続きに関する相談のた

めにE那が妻に電話をかけたところである。そこで旦那が“小蔓，是佑：喝？片（憂

ちゃん、君だよね？）と口を開くと 妻は厳粛な顔つきで“我在所”（聞いている

わ）の一文を吐き出す。このような場面では“着”を用いて熱心に相手の話を聞い

ていることを伝える必要がないため“着”が生起していないと考えることができ

る。もう 一つ例を挙げよう。
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(b）暇，莫愁明，我是姐姐，我看到了那小扱金氏了，我想E良休悦丙句，日畏， R畏，

在所時？（テレビドラマ《京隼姻云》第 32話）

（もしもし、莫愁、お姉ちゃんよ、あの新聞を見たわ、ちょっと話があるん

だけど、もしもし、聞いてるかしら？）

これは姉が妹の“莫愁”に電話を掛けたシーンである。ここでは発話者である

姉は相手に意識的に耳を傾けてもらうことを欲しているわけではなく，それ以前

に自分の声が相手に届いているか否かを当否疑問文によって開いている段階であ

る。従って，特別“着”を用いて“所”という行為のあり様を詳細に表現せず，

“在”のみを生起させるまでに留まったと考えられる。
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第六章副詞“在”の文における時制構造 l)

6. 0はじめに

本章は論理的な観点から，副詞の“在”と時制の関係、を考察する。そこで，副

認の“在”は時態成分として［進行］の意味を表すという考えに基づいて考察を進

める。具体的な考察方法は，絶対時間と相対時間の二つの角度から，日寺態高rJ詞の

“在”が生起する文における出来事を考察する。論点は以下の三つである。

第一に，絶対時間の角度から考察すると，発話時間（speechtime）と時態副詞“在”

の文における出来事時間（eventtime）の関係、は三つのタイプがあると見なす。つま

り， ［過去］における［進行］，［現在］における［進行L或いは［未来）における［進行］

である。

第二に，参照時間（referencetime）の視点から考察すると，参照時間と時態副詞

“在”の文における出来事時間は， ［簡単］の関係、を構成するということである。

第三としては，集合論（settheory）を用いて副詞“在”が生起した文の生起過程

を検討する。その結果，時間体系から見た“在”構文の成立は，時相表現から時

態表現，そして時態表現から時制表現という過程を踏むことを提示する。

6. 1絶対時間と相対時間

本章は副詞“在”と時制の関係、に着目した考察を行う 。その前提として“在”

を［進行］の意を表す時態副詞であると見なす。考察を進める上で重要となるのは

絶対時間と相対時間の概念である。本章ではこの二つによって時制が構成されて

いると考える。即ち，絶対時間は，発話時間から“在”が生起する文（即ち出来事

時間）を観察するということである。一方相対時間は，参照時間から“在”が生

起する文（即ち出来事時間）を観察するということである。そこで本論に入る前に

現代中国語の時制について明解な記述を残している婆千炎（1995）の中から例を取

り挙げて，絶対時間と相対時間について確認しておくことにしたい。糞千炎

(1995: 32）はまず絶対時間の例として以下の三つを挙げている。

(1）他昨天走的。

（彼は昨日行った。）

(2）我盟主休息。

（私はいま休憩している。

(3）他盟えオ走。

（彼は明日になってから行く。）

最初に（1）の“他昨天走的”の例について説明しよう。この（1）における“他昨

夫走的”には“昨天”が生起している。従って，発話時間から見ると，“他走”と

いう出来事は〔過去］の時制であると見なすことができる。
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次に（2）の“我現在休息”の例を見られたい。ここでは，“現在”が生起してい

る。よって，発話時間から考えると，“我休息”という出来事は［現在］の時制であ

るということが分かる。

そして（3）の“他明夫オ走”においては，“明夫”が生起している。故；こ，発話

時間の視点から言 うと，“他走”とい う出来事は［未来］において発生すると考える

ことができる。

以上の三例はいずれも発話時間の角度，つまり絶対時間から出来事を捉えた分

析である。次は相対時間の角度から考えてみることにしよう。即ち参照時間から

出来事を観察するということである。これも問様に三つの例を用いてそれらに対

し解説を加える。下記の三例は糞千炎 (1995:33-34）からの引用である。

(4）昨天我到他家吋，他寓汗家好九天了。

（昨日私が彼の家に着いた時、彼は家を出て何日もたっていた。）

(5）明夫我到他家吋，他可能在家里等候。

（明日私が彼の家に着いた時、彼はおそらく家で待っているだろう。

(6）明天体来我家吋，我恐伯迩没劫身呪。

（明日君が私の家に来た時、私はおそらくまだ出発していないでしょう。

まず，（4）の例から説明しよう。ここでは“昨夫我到他家吋”が参照時間である。

従って，“昨天我到他家吋”から“他寓汗家好九天了”という出来事を見ると，“昨

天我到他家吋”の時点で“他寓汗家好九天了”は既に起こっている。故に，両者

の時間関係は［巴然］と呼ぶことができる。

次に，（5）の文について考えると，参照時間となる“明天我到他家吋”と“他在

家里等候”という出来事は同じ時間帯に生起したと判断できるので［簡単］と呼ぶ

ことができる。

そして，（6）の文における参照時間の“明天体来我家吋”から見ると，“我劫身”

という出来事はまだ発生していない。故に，両者の時間関係は［未然］と称するこ

とができる。

また，糞千炎（1995:34）は，上の（4),・ (5）、（6）の文は絶対時間による判断も可

能であるとした。

(4a）庄ZS,_我到他家吋，他寓汗家好九天了。

（昨日私が彼の家に着いた時、彼は家を出て何日もたっていた。

(5a）盟え我到他家肘，他可能在家里等候。

（明日私が彼の家に着いた時、彼はおそらく家で待っているだろう。

(6a）明天体来我家吋，我恐伯迩没功身呪。

（明日君が私の家に来た時、私はおそらくまだ出発していないでしょう。）

(4a）は発話時間の角度からいうと，“昨天”が生起しているので“他寓汗家好九

天了”という出来事は［過去］の時制であると見なしえる。 （5a）は“明夫”が生起
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していることから，“他在家里等候”という出来事は［未来］の時制であると考えら

れる。同様に（6a）においても，発話時間から考えると，“明夫”が用いられている

が故，“我功身”という出来事は［未来］の時制であると解すことができる。

以上から，時制は絶対時間と相対時間を織り交ぜての解釈が可能であるという

ことが分かった。以下，実際に ［進行］の意味を表す副詞“在”が生起する例を用

いて“在”と時制構造の関係を論じることにしよう 。

6.2副詞“在”における時制構造

以下実例を挙げながら時態副詞の“在”がどのような時制構造を形成するのか

を明らかにする。用例は全部で六つある。まず 6.2. 1の（1）の文について考えよう 。

6. 2. 1 ［過去］－［簡単］における“在”構文

(1）休知道叫，我限茜茜第一次児面就在迭里，当I吋勉在捻《筒・愛》，我q尼，在

看《悲惨世界》， 莫名其妙我イ［］商ノト人就撞在一起了。（テレビドラマ《JL女

情更長》第 2話）

（知っている、僕が茜茜と初めて会ったのはここなんだ。あの時彼女は《筒

愛》を探していて、僕は《悲惨世界》を読んでいたんだ。すると不思議に

も知りあってしまったんだ。）

ここでは“我限茜茜第一次児面就在迭里，当吋勉在我《筒・愛》”の部分にお

ける時制について検討する。絶対時間の視点，即ち発話時聞から“地在技《筒・

愛》”という出来事を観察すると，ここでは“当吋”が生起しているので， “地

在我《筒・愛》”は［過去］において行われた出来事であるということが分かる。

つまり， “在”は［過去］における［進行］を示していると見なす。

一方，相対時間の視点から言うと，参照時間の“当吋”と“地在我《筒・愛》”

は［簡単］の関係にあると見なしえる。要するに “当吋”という時間帯において

“地在技《筒・愛》”が同時に存在していると解釈することができる。

さて，次は“在”がなぜ［進行］の意味として成立したのかについて考える。そ

れは，動詞の“技”が［持続］の意味特徴を有しているからである。つまり“技”

は「探す」という意味を表し，探したものが見つかるまで，或いは，諦めるまで

永遠に［持続］し続ける行為である。従って， “地戎《筒・愛》”という出来事が

論理上［終息、］することなく存在することが可能となり，［複数の出来事の存在］，

つまり，［進行］の表現が成立すると解釈できる。

また，“在”に後続する目的語の省略についても注目されたい。この“弛在技《筒・

愛》”という文では，“在”の後ろに場所を表す目的語が生起していない。 しかし

“勉在技《街・愛》”の前方における“我限茜茜第一次見面就在迭里”では“法里”

が生起している。故に，“地在我《筒・愛》”の出来事地点は“迭里”であると推

測しえる。f!Pち，“遠里”は“我E良茜茜第一次児面就在iさ里”において既に生起し
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たので，“勉在技《筒・愛》”では既知の情報として省略された，と考えることが

できる。よって，“勉在技《筒・愛》”に含まれる意味は厳密にいうと「彼女が，

ここにおいて，彼女が《筒・愛》を探しているJと見なしえる。そして，この“地

在技《筒・愛》”には［過去］の時制を定める“当吋”が生起しているので，以下

の（la）のような論理式を造ることができる。 2)

(la) 探ス ～ガ ～ヲ

有’【在’［勉，迭里，技’（勉，《筒・愛》）＆

アル ～ガ ～ニオイテ

アノル ～刀

存在スル ～ガ ～ニ

在’｛技’（勉，《筒・愛》）' iさ里）］，当吋｝

～トイウ様態ニ

～トイウ持制ニ

この式全体は「彼女がここで《筒・愛》を探しているが，［過去］（当時）の時制

にあるJという意味を表している。つまり，［過去］の時制を指定する“当吋”の

意味は“地在技《筒・愛》”全体に影響を与えていると考えるのである。そして式

の内部にある“我’（地，《筒・愛》）”は「彼女が《筒・愛》を探す）Jという意

味を表わし，“在’｛我’（勉，《筒・愛》）' iさ里｝”は 「それ（彼女が《筒・愛》を

探す）がここに存在するJ という意味を表わし，“在’［勉，迭里，技’（地， 《筒・

愛》）＆在’（技’（勉，《筒・愛》），法皇｝］”は「彼女が，ここにおいて，彼女が《筒・

愛》を探し、かつそれ（彼女が《筒・愛》を探す）がここに存在するという様態に

あるJという意を表わしている。次の（2）では“前両夫”が［過去］の時制を決定づ

ける役割を果たしている。

(2）我前商天在街上看到有人在実《海賊玉大哉愛情三脚猫》。（テレビドラマ《愛

情公寓第三季》第 20話）

（私、数日前に道端で誰かが《海賊王大哉愛情三脚猫》を売っているのを見

たわ0 〕

この文では“我前商天在街上看到有人在実《海賊王大哉愛情三脚猫》”の箇所が

考察対象である。最初にこの文の時制について検討しよう。まず，発話時間の視

点から見ると，“我前商天在街上看到有人在実《海賊玉大哉愛情三脚猫》”には“前

丙天”が生起しているので “有人在実《海賊王大哉愛情三脚猫》”が［過去］にお

いて行われた［進行］であると見なすことになる。

一方，参照時間の角度から考察すると ，“前雨天”において“有人在実《海賊王

大哉愛情三脚猫》”が存在していると理解できるので，両者の関係は［簡単］である

と見なしえる。
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次に“在街上看到有人在実《海賊王大検愛情三脚猫》”における“実”という動

詞に留意すると，ここでの“実”は［持続］の意味特徴を有していると考えられる。

つまり，概念上“実”が終わりなく続くことによって，“有人柔《海賊玉大哉愛情

三脚猫》”という出来事の存在，言い換えれば“有人実《海賊王大哉愛情三脚猫》”

の［進行］が保証されるのである。

また，“在”の後の目的語の省略に関しては，“有人在実《海賊王大誠愛情三脚

猪》”の前に“街上”が既に生起していることから，概念上，“有人在実《海賊王

大改愛情三脚猫》”における“在”の後の“街上”が既知の情報として省略された

と考えることができる。従って，“有人在実《海賊王大哉愛情三脚猫》”に内在す

る意味は「誰かが，道端において，誰かが《海賊王大故愛情三脚猫》を売ってい

るJとなる。では，［過去］の時制を決定させる“前両夫”の成分に注目しながら

“有人在実《海賊王大哉愛情三脚猫》”を論理表記してみよう。

(2a) 売ノレ ～ガ ～ヲ

有’【在’［φ，街上，実’（φ，《海賊王大誠愛情三脚猫》）＆

アノレ ～ガ～ニオイテ

アノレ ～ガ

存在スル ～ガ ～ニ

在’｛柔’（φ，《海賊王大哉愛情三脚猫》），街上）］，前丙天］

～トイウ様態ニ

～トイワ時制ニ

この論理式は，まず“実’（φ，《海賊王大故愛情三脚猫》）”が「誰かが《海賊

王大哉愛情三脚猫》を売る jという意味を表している。次にJι在’｛実’（ cf>，《海

賊王大技愛情三脚猫》），街上｝”が「それ（誰かが《海賊玉大哉愛情三脚猫》を売

る）が道端に存在する jという意味を表している。そして，“在’［φ，街上，実’（φ，

《海賊王大哉愛情三脚猫》）＆在’｛柔’（φ，《海賊王大哉愛情三脚猫》），街上｝］”

が「誰かが，道端において，誰かが《海賊王大誠愛情三脚猫》を売り、かつそれ（誰

かが《海賊玉大哉愛情三脚猫》を売る）が道端に存在するという様態にある j とい

う意味を表している。最後に（2a）の式全体であるJ‘有’【在’（φ，街上，柔’（φ，

《海賊王大哉愛情三脚猫》）＆在’｛柔’（φ，《海賊王大哉愛情三脚猫》），街上）］，

前商天｝”が「誰かが道端において《海賊王大故愛情三脚猫》を売っているが，［過

去］（数日前）という時制にある j という意を示している。次の（3）は“附オ”によ

って［過去］の時制が成立する例である。

(3) A ：体迩不承拡是不是？那介、別オ限二少帯干什~暁？体説活冴，体内リオ娘二

少苓子什仏暁！？

B：二少帯同リオ浸傍了手，我在帯他擦醤油。（テレビドラマ《京隼畑云》第
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24話）

(A: fまだ認めないわけ？じゃさっき私の旦那と何をしていたの？ 言って

ご覧なさい、さっきあなたは旦那と何をしていたの！ ? J ) 

(B：「旦那様が先ほど手にやけどを負ったので、私が醤油を塗ってあげてい

ました。」）

三行目の“我在需他擦醤油”は，前の“二少者向ljオ契紡了手”において“倒オ”

が生起し，また， “那体制オ娘二二少苓干什仏暁？件、悦活 I冴，イ字削オ IE~ ニ少待干什

仏暁！？”という表現が生起しているので，［過去］の［進行］であると考えられる。

以上の判断は発話時間から観察した結果である c

そこで今度は参照時間の立場から考えると “二少帯附オ浸紡了手”と“我在

帯他擦醤油”の発生時間はほぼ同時であると見なしえるので 両者は（簡単］の関

係にあると解しえる。

さて，このように“我在務他擦醤油”の“在”が［進行］を表すことができるの

は，“我在需他擦醤j由”における動詞“擦”の意味特徴に原因がある。つまり，こ

こでの“擦”は［持続］の意味特徴を有し，かつ，“擦”の［持続］は，“我帯他擦醤

油”の文において 他の成分によって［終息］することがない。よって，“擦”は，

論理上，尽きることなく｛持続］の出来事を生成し，［進行］の表現を提供させてい

ると理解できる。

また，“我在蒋他擦醤油”における“在”の後には，場所を表わす目的語が生起

していないが，これは発話者が“帯イ也擦醤油”を行った場所を知っているからで

ある。これはドラマ《京隼焔云》を確認すると“我在帯他擦醤油”が生じた時の

場所をはっきりと看取できる。主をするに，発話者は，発話地点である“迭jし”「こ

こjが“我在帯他擦醤油”の出来事地点であることをすでに把握しているため“返

jし”を省略したのである。以上の考察から，“我在帯他擦醤油”は「私が，ここに

おいて，私が彼に醤油を塗ってあげているJ という意を包摂していると解しえる

ので，以下のような論理式を書くことができる。

(3a) 塗ノレ～ガ～ヲ 到ル ～ガ ～ニ

有’ 〈在’ 《我，iさ里，帯’［我，他，擦’（我，醤油）＆到’｛擦’（我，醤油），他｝］

スノレ ～ガ ～ニ ～トイウコトヲ

アル ～ガ ～ニオイテ

アノレ ～ガ

存在スル ～ガ ～ニ

＆在’ ｛帯’ ［我，他，擦’（我，醤油）＆到’｛擦’（我，醤油），他｝], jさ里｝》，倒オ〉

～トイウ様態ニ

～トイウ時制ニ
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この論理式は“擦’（我，醤油）”が「私が醤油を塗る j という意味を表し，

“到’ ｛擦’（我，醤油），他｝”が「それ（私が醤油を塗る）が彼に到る j という；意味

を表し，“務’ （我，他，擦’（我，醤油）＆到’｛擦’（我，醤油），他｝J”が「私が，彼に，

私が醤油を塗り、かっそれ（私が醤油を塗る）が彼に到る j という意味を表してい

るc ここまでが“我帯他擦醤油”の意味を示す論理式である。

次に“我務他擦醤油”に“在”の意味が加わると，“在’ 《我，返里，帯’［我，

他，擦’（我，醤油）＆到’｛擦’（我，醤油），他；］＆在’ ｛帯’［我，他，擦’（我，醤油）＆

至lj’｛擦’（我，醤油），他｝], jさ里】》”となって，「私が，ここにおいて，私が彼に醤

油を塗ってあげ、かつそれ（私が彼に醤油を塗ってあげる）がここに存在するとい

う様態にあるj と解釈する。

そして最後に，“我在帯他擦醤油”に“剛オ”の意味が加わったことを表現した

式，つまり （3a）の論理式全体である“有’（在’ 《我，iさ里，帯’ ［我，他，擦’（我，

醤油）＆到’｛擦’（我，醤油），他｝）＆夜’ 【帯’［我，他，擦’（我，醤油）＆到’｛擦’（我

，醤油），他｝], jさ里】》，剛オ〉”は，「私がここにおいて彼iこ醤油を塗ってあげてい

るが，［過去］（先ほど）という時制にある j という意を表している。

次は［現在］における“在”構文について論じる。

6. 2. 2 ［現在］－［簡単］における“在”構文

(4) A：去把察折叫至lj我持房去。

B：他，他iさ会JLJ宝i亥在睡党明。（テレビドラマ《寓婚前規則》第 27話）

(A: i禁析を俺の書斎へ呼んでこさせるんだ。J) 

(B：「あの子は今きっと寝ていると思います。J) 

(4）では“他迭会JL~1亥在睡覚”の部分について詳述する 。発話時聞から見ると，

“イ也法会jし庇i亥在睡覚”は“法会jし”が生起しているので，“他jさ会JLJS立該夜睡覚”

は［現在］における［進行）であると見なしうる。また，参照時間と成りえる“法会

jし”の角度から見ると，“迭会JL”と“他在睡覚”は問じ時間帯において存在して

いるので，［簡単］の関係を構成しているという解釈となる。

さて，次は“他逮会JL~i亥在睡覚”の出来事地点について考えたい。 発話者 B

の視点からいうと，この“他睡覚”という出来事が［進行］する場所は“那jし”で

あると考える。というのは，テレビドラマ《寓婚前規則》によると，この場面は，

家の一階で，発話者 Aと発話者 Bが，息子のことについて話し合っているところ

である。発話者 Aは父親で，発話者 Bは母親である。そして，“睡覚”の動作主で

ある“他”は発話者 Aと発話者 Bの息子ということになる c よって，息子の習慣

を熟知している母親の発話者 Bの立場から言うと，息子が行う“睡覚”の出来事

地点は二階の息子の部屋，つまり 「あそこ j であることを認識しているので，発

話の際には既知の情報としてこれを省略したと推論しうる c 従って，“他在騒覚”

は「彼が，あそこにおいて，彼が寝ている j という命題内容を有していると判断
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できる。

また，ここでの“在”が［進行］の時態を示しえるのは，“他迭会jし座該在睡覚”

の動詞である“錘覚”が｛持続］の意味特徴を保持しているからである。故に，“睡

覚”に内在する［持続］の意味特徴によって，［複数の出来事の存在］，換言すると，

［進行］の意を表現することができる といえる。つまり 論理上，“他睡覚”とい

う出来事が変化する ことなく存在し続けられるというこ とである。

そこで，“他法会jし皮i亥在睡覚”の“在”と時制にのみ注目して論理表記すると

以下のようになる。

(4a) トノレ～ガ～ヲ 存在スル ～ガ ～ニ

有’ 【在’ ［イ也，那JL，睡’ （イ也，党） ＆ 在’ ｛睡’ （他，党），那jし｝], jさ会）L]

アル ～ガ ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アル ～ガ ～トイウ時制ニ

この論理式は“睡’（他，覚）”が 「彼が睡眠をとる j という意味を表し，

“在’ ｛睡’（他，覚），那JL｝”が「それ（彼が睡眠をとる）があそこに存在する j と

いう意味を表しJ‘在’［他，那）L，睡’（他，党）＆在’｛騒’（他，覚），那jし｝］”が「彼

が，あそこにおいて，彼が睡眠をとり、かつそれ（彼が睡眠をとる）があそこに存

在するという様態にある jという意味を表しJ‘有’ ｛在’［他，那JL，睡’（他，党）＆

在’｛睡’（他，覚），那jし）］，法会JL】”が「彼があそこにおいて睡眠をとっているが，

［現在日この時）という時制にある j という意味を表している。さて，次に考察す

る（5）の文では［現在］の時制を表す成分として“現在”が生起している。

(5）我現在差不多在寺心研究悌法。（テレビドラマ《四世同堂》第 l話）

（私は今ほとんどもっぱら仏教を研究しています。）

この（5）では“我現在差不多在寺心研究悌法”が考察対象となる。そこで“在”

を中心にした考察にするため，便宜を図って“我現在差不多在寺心研究悌法”を

“我現在在研究悌法”という命題表現に置き換えて論じることにする。この文に

おける時制は“現在”によって［現在］の時制であることが分かる。 一方， “現在

”を参照時間に当て蔽めて“我在研究悌法”との時間関係を考察すると，両者は

同時に成立していると考えることが可能である。従って，両者は［簡単］の関係を

構成していると見なしえる。

そして，この文における“在”が［進行］の時態を表しえるのは，持続動詞の“

研究”が重要な役割を果たしていることにある。即ち， “我現在在研究悌法”に

おける動詞“研究”は［持続］の意味特徴を有しているが故，概念上「仏教を研究

するJという出来事の限度なき存在が実現するのである。

また， “我現在在研究悌法”における“在”の後方には目的語が生起していな

い。 というのは，発話時間以外において幾度となく“我研究悌法”という出来事

が存在しているからである。このように解釈した所以は“現在”が示す意味にあ
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る。即ち“現在”は《現代双i吾両典（第 6版）》（2012:1416）によると，時として「こ

の時、発話の時を指す。時に発話前後の一定の時間を含む。 j といった意味を表

すので， “我研究悌法”という出来事の多発， 言い換えると， “我研究梯法”と

いう出来事が複数存在していると推測しえる。これは，（5）の場面をドラマ（（四世

間堂》で確認すると，その場面では，発話者である“冠暁荷”は，実際に仏教に

ついて研究していないことからも確かな判断であるといえる。 3)

以上の分析によって， “我現在在研究悌法”は「私が，ある場所において，私

が仏教を研究している j という意が含まれていると考えられる。では， “在”と

時制の役割を果たす“現在”に着目して以下の如く論理表記してみよう。

(5a) 研究スノレ～ガ～ヲ 存在スノレ ～ガ ～ニ

有’｛在’［我， O，研究’（我，例法） ＆ 在’ （研究’（我，悌法）， φ）］，現在】

アル～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アノレ ～ガ ～トイウ時制ニ

この式は“研究’（我，悌法）”が「私が仏教を研究する j という意味を表し，

“在’｛研究’（我，悌法）， φ｝”が「それ（私が仏教を研究する）がある場所に存在

するJという意味を表し，“在’［我， φ，研究’（我，悌法）＆在’｛研究’（我，｛弗法），

φ）］”が「私が，ある場所において，私が仏教を研究し、かつそれ（私が仏教を研

究する）がある場所に存在するという様態にある j という意味を表し，“有’

【在’［我， φ，研究’（我，悌法）＆在’｛研究’（我，悌法）， φ｝］，現在｝”が 「私があ

る場所で仏教を研究しているが，［現在］という時制にある j という意を表してい

るG 次は統語上［現在］の時制を示す成分が生起していない例について考えよう 。

(6）喰，莫愁明，我是姐姐，我看到了那小援を氏了，我想E良介、説商句，喫， E畏，

在所時？（テレビドラマ《京隼畑云》第 32話）

（もしもし、莫愁、お姉ちゃんよ、あの新聞を見たわ、ちょっと話がある

んだけど、もしもし、聞いてるかしら？）

“在所”には時制を決定づける成分が字面上存在しない。 ところが，政遺生

(2004: 175）の「時間を明示する成分がない場合，現在の時制を表すj という記述

に基づくと，“在所”は［現在］において生じたと考えられる。また，ドラマ《京隼

畑云》を見ると，（6）の会話がその現場，つまり“現在”において行われているこ

とがはっきりと看取できる。一方，参照時間から見ると，“現在”と“在所”は同

時に生起しているため，両者の関係は［簡単］であると解しえる。

次に，“在所”における動詞“所”の意味特徴について考えると，この“所”は

［持続］の意味特徴を保持し，概念上，“所”という出来事を際限なく存在させるこ

とができるが故，“在”は［進行］の時態を表すことができると解しえる。

そして，意味上“在”に後続する目的語について考えると，“所”が行われてい

る場所は，文脈的に見てもそれが何処であるのかが分からない。この謎を解くに
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は（6）の引用先であるドラマ《京隼姻云》を慎重に視聴する必要がある。《京隼姻

云》によると，この（6）における場面は，発話者は，妹の“莫愁”がいる実家の固

定電話に向かつて電話をかけているので，妹の“莫愁”が電話で会話をする地点

は特定のーか所に限定される。従って 発話者が出来事地点を示さずに“在所”

と発話した所以は，発話者が，実家の分かり切った場所に置かれている固定電話

の地点の“那JL”［あそこ j を既知の情報と見なし，省略したからである，と解し

える。故lこ，“在所”は「あなたが，あそこにおいて，あなたが私の話しを聞いて

いるj という命題内容を含んでいると理解できるので，以下のように論理表記で

きる。

(6a) スノレ～ガ～ヲ

有’《在’｛休，那JL，所’ ｛体，説’（我，活）｝＆

聞ク ～ガ ～ヲ

アノレ ～ガ ～ニオイテ

アノレ ～ガ

存在スル ～ガ ～ニ

在’［所’｛介、，滋’（我，活）｝，那JL］），現在》

開ク ～ガ ～ヲ

～トイウ様態ニ

～トイウ時制ニ

ここでは，まず，“説’（我，i舌）”が「私が話をする」という意味を表し，“所’

｛体，説’（我，i舌）｝”が「あなたがそれ（私が話をする）を聞く j という意味を表し

ている。次に“在’［所’ ｛体，悦’（我，i舌）｝，那jし］”が「それ（あなたが私が話を

するのを聞く）があそこに存在するjという意味を表している。そして，“在’【休，

那JL，所’｛徐，説’（我，活）｝＆在’［所’（休，説’（我，活）｝，那JLJl”が「あなたが，

あそこにおいて，あなたが私が話をするのを聞きかっ、それ（あなたが私が話をす

るのを聞く）があそこに存在するという様態にある」という意味を表している。

(6a）の式全体である“有’ 《在’【介、，那JL，所’ ｛件、，説’（我，活）｝＆在’ ［所’｛体，

説’（我，i舌）），那JLJl，現在》”が「あなたがあそこにおいて私が話をするのを聞

いているが，［現在］という時制にあるJという意を表している。次は［進行］の意

を示す“在”構文が，［未来］の時制において生起する文について検討する。

6. 2. 3 ［未来］－［簡単］における“在”構文

(7）我希望能遇上愛情，方了汗心，会合他我小好釜釜。我也希望有一天回到家的

吋候，有人在等待我。（テレビドラマ《JL女情更長》第 8話）

（愛にめぐり合うことが出来たらいいわ、息子の関心のためにも、よいお父

さんを見つけたいの。家に帰った時に、誰かが私を待っていて欲しいとも
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願っているわ。）

(7)の二行目にある“有人在等待我”は，前方の“我也希望有一天回到家的吋

候”によって，［未来］の［進行］であると見なすことができる。これは発話時聞か

らの観察である。

一方，参照時間，つまり“我也希望有一夫回到家的吋候”の視点から“有人在

等待我”を見ると，この二つの出来事は同時に成立していることが分かる。故に

，両者は［簡単］の関係にあると見なしえる。

また， “有人在等待我”が［進行］しているのは，動詞の“等待”が［持続］の意

味特徴を保持しているためである。これによって，論理上“有人等待我”という

出来事が際限なく存在しえることが保証され，［進行］の時態が表現できると解し

える。

そして“有人在等待我”における“在”の後ろには出来事地点を示す目的語が

生起していない。ところが 前方の“我也希望有一夫回到家的吋候”では“家”

が生起しているので，後の“有人在等待我”の出来事地点も「家」であると推測

することができる。故に， “有人在等待我”では， 「家Jを分かり切った情報と

して省略したと考えると，この文に含まれる意味は「ある人が，家において，あ

る人が私を待っているJと見なしうる。では，以上の考察を基に“有人在等待我”

の部分を論理式で表わしてみよう。

(7a) 待ツ～ガ～ヲ 存在スル ～ガ～ニ

有’ ｛在’［φ，家，等待’（ ＜！＞ ，我） ＆ 在’ ｛等待’（φ，我），家｝］，将来｝

アノレ～ガ～ニオイテ ～トイウ様態ニ

アル ～ガ ～トイウ時制ニ

この論理式は“等待’（φ，我）”が「誰かが私を待つjという意味を表し， “在

｛等待’（φ，我），家｝”が「それ（誰かが私を待つ）が家に存在するJ という意味

を表し， “在’［φ，家，等待’（φ，我）＆在’ ｛等待’（φ，我），家｝］”が「誰かが，

家において，誰かが私を待ち、かつそれ（誰かが私を待つ）が家に存在するという

様態にある jという意味を表し， “有’【在’［ゆ，家，等待’（ ＜！＞ ，我）＆在’ （等待’

（ゆ，我），家｝］，将来］”が［誰かが家において私を待っているが， ［未来］（ある日）

という時制にあるJという意を表している。次に挙げる（8）では， “仮若”によっ

て，［未来］における［進行］を構成している文について論じる。

(8）当他毎天ー遊亦公庁的吋候，他就先己把眉眼祉成像天王脚下採着的小鬼，

狼狼的向毎一小限員示威。坐下，他俵装的看公文或披紙，而后忽然的跳起

来， fト向一小駅員去，看看耳P、員正在干什~。俵若那小駅員是-1!_写着ー封私

信，或看着一本有，弓上不是i己辻，便是汗除。（小説《四世間堂》 730頁）

ここでの“般若那十駅員是在写着ー封私信”（もしあの従業員が関係のない手

紙を書き続けているならば）は出来事の仮定を表わす“仮若”が生起しているの
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で，発話時間の角度から考えると， “那小駅員是在写着一封私信”はまだ実際iこ

発生していない出来事であるということが分かる。故に“那↑駅員是在写着一封

私信”は［未来］における〔進行］であると解釈できる。そして，この “俄若”は出

来事の仮定を表すので，これを参照時間とすると，その仮定した［未来］の時にお

いては， “那十~、員是在写着一封私信”が同時に存在していることになる。よっ

て，参照時間と出来事時間は［簡単］の関係、にあると見なしうる。

このように“那↑駅員是在写着一封私信”が［進行］として考えられるのも，動

詞の“写”が，概念上，果てしなく［持続］するからである。その証拠として，［持

続］の様態を明示する時態助詞“着”が生起している。

なお， “仮若那十駅員是在写着一封私信”の“在”には，出来事の存在場所を

示す目的語が後続していない。しかしながら， “在”の後には意味上“か公庁”

が当て厳まると考えられる。というのは，（8）の一行自にある“当他毎天一遊か

公庁的吋候”（彼が毎日事務室に入った時）では“か公庁”が生起しているので，

文脈上“那十駅員是在写着一封私信”は“か公庁”において生じていると推測で

きるからである。従って， “那↑駅員是在写着一封私信”では，~知の情報とし

て“亦公庁”を省略したと判断し “那↑駅員是在写着一封私信”に含まれてい

る意味情報は， “在”を中心にして考えると「あの従業員が，事務室において，

あの従業員が手紙を書き続けているJ と見なしえる。そこで“在”と直接関係す

る成分だけを取り出して論理表記すると，

(Sa) 書ク ～ガ ～ヲ

有’ 《在’ 【那小駅員，亦公庁，写’（那十駅員，私信）＆

アル ～ガ ～ニオイテ

アノレ ～ガ

アル ～ガ ～トイウ犠態ニ

有’ ｛写’ （那ノト駅員，私信），着｝＆

存在スル ～ガ ～ニ

在’［有’｛写’（那小取員，私信），着），か公庁］］，将来》

～トイウ様態ニ

～トイウ時制ニ

となる。この論理式は，まず“写’（那小駅員，私信）”が「あの従業員が手紙を書

くJという意味を表している。次に“有’｛EiJ’（那ノト駅員，私信），着｝”が「それ（あ

の従業員が手紙を書く）が［持続］という様態にある j という意味を表し， “在’［

有’｛写’（男~~＇－駅員，私信），着｝，か公庁］”が 「それ（あの従業員が手紙を書き続け

る）が事務室に存在する j という意味を表している c
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そして，“在’ ｛那十駅員，か公庁，写’（那小駅員，私信）＆有’｛写’（那↑耳兵員，

私信），着）＆在’［有’ （写’（那十駅員，私信），着｝，亦公庁］｝”が fあの従業員が，

事務室において，あの従業員が手紙を書き続け、かつそれ（あの従業員が手紙を書

き続ける）が事務室に存在するという様態にある jという意味を表し，“有’《在’

【那小駅員，亦公庁，写’ （那ノト駅員，私信）＆有’ ｛写’ （那ノト駅員，私信），着｝＆在’［

有’｛~’（那十駅員，私信），着｝，か公庁］】，将来》”が「あの従業員が事務室にお
いて手紙を書き続けているが，［未来］という時制にあるJという意を表している。

次の（9）における“休是在故意瑚笑地”は，この文の前方にある文脈と助動詞の

“肯定”が示す意味によって，［未来］－［簡単］の時制を構築していると考えること

ができる。

(9) A：二寄，如果休技到素云，想辻宏、4えか時？

B：寓婚， iさ次我一定要和地寓婚！

A：既然要寓婚的活，迩登什仏寺人店示月尼，体i乙上京云看到了会宏、,z,.想？勉肯

定覚得，休是在故意瑚笑勉。（テレビドラマ《京隼畑云》第 37話）

(A：「襟亜兄さん、もし素云が見つかったら、どうするつもりですか？ J ) 

(B：「離婚だ、今回は絶対にあいつと離婚するんだ！ J ) 

(A：「そう思うなら、お尋ね広告なんかをしてはだめよ、素云に見られた

らどう思うかしら、間違いなく兄さんが故意に瑚笑していると思うわ。J) 

この文では“休是在故意噸笑勉”の箇所について詳述する。そこで“在”に重

点を置いて考察するために， “体是在故意噸笑地”を“休、在期笑勉”という命題

表現に置き換えて考察を進めることにする。まず，この文における時制について

考えよう。体在噸笑地”は，前後の文脈と推量の意を示す助動詞“肯定”によっ

て，［未来］の出来事であると判断することができる。それは，（9）の三行目から始

まる“既然要寓婚的活，迩登什仏寺人店示呪，佑－nよ素云看到了会定、,z,.想、？勉肯定
覚得”の表現によって明らかとなる。というのも，ドラマ《京隼焔云》によると，

この（9）における場面は，発話者 Bが実家の悪事を擁護するが故に家出をした妻

の“素云”が見つからず，頗る気をもんでいる所である。そこで旦那である発話

者 Bは，新聞に彼女の名前を記載して消息を得ようと提案したが，発話者 Aの反

駁を被ることになる。そのため，（9）のようなやりとりが行われることになり，“休

在期笑女tB”は［未来］の出来事であると解すことができる。

一方で，［未来L つまり， “登寺人店示”が成された時を参照時間とすると，

これと“体在期笑地”は同時に成立しているので ［簡単］の関係にあると見なし

うる。

さて，次は動詞“E朝笑”について考える。この動詞は［持続］の性質を有してお

り，同時にこの文には“瑚笑”の［持続］を［終息］させる成分が存在していない。
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